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1．はじめに

山梨学院大学におけるライティング・サポー
トデスクは、本年度から新たな体制がスタート
した。ライティング・サポートデスクにほぼ常
駐する教員を 1名設定し、それに伴い開室日時
を大幅に増加させるなど、ライティング・サ
ポートデスクの拡充が進められた。
ライティング・サポートデスクでは、文章表
現に関する日々の相談への対応や文章表現の相
談に乗る学生サポーターの研修、全学向けの
ワークショップを開催している。本稿では特
に、ライティング・サポートデスクに相談に来
た学生に焦点をあてる。そのうえで、学生の利
用日の傾向や、対応されたことに対する評価な
ど、新体制となったライティング・サポートデ
スクの 1年めの実態を報告し、次年度により強
化すべき点や、改善する課題などを明らかにす
る。

2．山梨学院大学ライティング・サポー
トデスクについて

2.1　ライティング・サポートデスクの変遷
ライティング・サポートデスクは、授業時間
外に様々な種類の文章表現に関するアドバイス
を受けられる場所として 2019 年度から開室し
ている。しかし、2019 ～ 2021 年度は、コロナ
禍であることもあり、開室時間が限られてい
た。また、学生によるサポートも、2022 年度
以前は新型コロナウイルスの影響で、対面では

なくオンラインでの対応が主となっていた。

2019 年度	 ・週 3日（火～木）の昼休みに開室
＊教員 1名によるサポート

2020 年度	 ・週 3日（火～木）の昼休みに開室
＊教員 1名によるサポート

2021 年度	 ・週 4日（月～木）の昼休みに開室
＊教員 4名によるサポート

2022 年度	 ・週 5日、2～ 4限・昼休みに開室
＊教員 4 名（うち 1 名は常駐）、
学生サポーター 5 名によるサ
ポート

ライティング・サポートデスクにはサポー
ター学生が在室している時間帯を設けている。
春日ほか（2019）などで示されているように、
教員ではない立場にいるサポーターが授業の内
外で授業を欠席した学生やレポート執筆に困難
さを感じる学生の対応を行うメリットは多い。
本学におけるライティング・サポートデスクの
サポーターは、決められた曜日時限に在室（一
人週 2コマ）し、質問にきた学生にアドバイス
を行う。本年度のサポーターは 5名で、いずれ
も「言語技術」、もしくは「アクティブ・ライ
ティング」の授業を受講した経験のある 2年生
の学生である。
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2.2　ライティング・サポートデスクにおける
対応内容
ライティング・サポートデスクでは、文章の
作成に関わることであれば特に細かい指定を設
けずに対応を行った。実際これまでに来室した
学生の具体的な来室目的を確認すると「言語技
術」の授業に関すること、その他授業で課題と
なったレポート、自己 PR文、奨学金応募のた
めの自己推薦書、公務員試験の小論文の作成相
談等となっている。
また、初年次学生が履修する「言語技術」の
教員がライティング・サポートデスクに在室
し、学生対応にあたる点が本デスクの大きな特
徴の一つである。そのため、「ライティング」
の知識を習得するための授業を欠席してしまっ
た場合に質問に来たり、授業での内容理解に不
安がある学生が質問に来たり、安心感を持って
利用することができる場となっている。実際に
本年度は、「言語技術」で履修した内容理解の
補強のためにライティング・サポートデスクを
利用する学生が多かった。
今年度はシステマティックな仕組みを作る準
備段階であったため、予約システム、対応時間
の制限などは特に設けなかった。

2.3　ライティング・サポートデスクの方針
本学のライティング・サポートデスクでも、
佐渡島ほか編（2013）、関西大学ライティング
ラボ・津田塾大学ライティングセンター編
（2019）などで示されているように、様々なラ
イティング支援の場の方針とされている「書き
手が主体となる支援を行う」点を重視した。そ
のため、対応にあたる教員が、対話を重視しつ
つ、書き手の意図を尊重するような支援を行う
よう意識したほか、サポーターには意図をくみ
取って話を進めることが難しい場合でも「一緒
に考える」姿勢を大切するよう指導した。

3．来室学生について

2022 年度の来室者数は延べ 602 名（前期 418
名、後期 184 名）で、2021 年度の来室者数が
延べ 279 名（前期 184 名、後期 95 名）であっ
たことと比較しても非常に多くの学生に活用さ
れていることがわかる。また、1日の利用者数
をみても、利用者 0 名の日はそれほど多くな
い。このことから教員が常に相談にのる体制
（常駐 1名）、サポーターが支援する体制が整い
つつあるなどにより、これまでより利用しやす
い環境になっていることがうかがえる。このよ
うに、利用者数の傾向からライティング・サ
ポートデスクの運営日数・時間の拡充、環境の
整備は利用者のニーズとあったものとなってい
たと考えられる。

3.1　前期の来室者数と傾向
2022 年度前期の利用学生の内訳は以下のと
おりである。表中の「第 n回」は、その週に
授業の n回目が行われていることを示したも
のである。前期の開室期間は第 1回目の授業が
ある 4 月 11 日から、定期試験期間の終わる 8
月 5 日までで、合計来室者数は延べ 418 名で
あった。

4月：計 76 名（開室日数 14 日）
5月：計 38 名（開室日数 17 日）
6月：計 120 名（開室日数 22 日）
7月：計 177 名（開室日数 21 日）
8月：計 7名（開室日数 5日）
以下の表 1～ 5 を見るとわかるとおり、4月
の第 1回授業が行われる週、7月に入ってから
の来室者数が多くなっている。4月の初週の来
室者が多い理由は、入学したばかりで大学の
LMS に慣れていない学生が「言語技術」の授
業を中心とした授業課題提出方法の質問のため
に、本デスクを利用したからである。また、7
月の来室者が多くなっているのは、授業期間の
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終了に伴い、課題としてレポート提出が課され
る授業が多くなっているためであると考えられ
る。
来室者数については、期末課題として調査報

告型レポートが課される「言語技術Ⅰ」の授業
内容とも深く関係している。「言語技術Ⅰ」で
は第 7回授業（6月 1 日～）からレポートテー
マを考えたり、資料の扱い方を学んだり、アウ

第１回 第３回第２回

1日～ 4日～ 11日～ 18日～ 25日～ 計

月 2 3 3 8
火 18 0 3
水

21
13 12 2
8

27
木 1 1
金

10
7 3 閉室 10

計 48 19 9 76

授業開始前

表 1　2022 年 4月来室者数

表 3　2022 年 6月来室者数

表 5　2022 年 8月来室者数

表 2　2022 年 5月来室者数

表 4　2022 年 7月来室者数

第５回第４回 第７回第６回

2日～ 9日～ 16日～ 23日～ 計30日～

3月 6 0 3
火

12
2 0 1 3 6

水 2 7 1
木 0

10
5 0 5

3金 2 0 5
計 10 20 2 6 38

GW

第７回 第８回 第９回 第10回 第11回

1日～ 6日～ 13日～ 20日～ 27日～ 計

0月 4 5 1
0火

10
2 5 1 8

水 516 13 5 5 44
7木 3 9 9 14

金 0
42

6 3 7 16
計 3 214 1 331 21 120

第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

1日～ 4日～ 11日～ 18日～ 25日～ 計

月 6 10 6 9 31
火 31 1 77
水

28
11 14 220 47

木 815 111
4金

35
313 16 0* 36

計 4 56 38 60 19 177

期間
定期試験

1日～ 8日～ 15日～ 22日～ 計29日～

1月 1
1火 1
2水 2

木 2 2
金 1 1
計 7 7

学生
夏休み
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トラインを作成するというレポート作成準備が
本格的に始まっているが、来室者数も 6月から
徐々に増加している。
利用目的については前期の途中である 7月 4

日から詳細を尋ねているが、7月 4 日～ 8 月 5
日の来室者 180 名のうち、「言語技術Ⅰ」で作
成している調査報告型レポートに関する相談が
131 名（具体的にはアウトラインについての相

第１回

1日～ 5日～ 12日～ 19日～ 計26日～

0月 0
1火 1
1水 1
3木 3
1金 1

計 6 6

学生
夏休み

第２回 第４回第３回 第６回第５回

3日～ 10日～ 17日～ 31日24日～ 計

月 1 0 0 04 5
2火 0 2 2 6
7水 1 5 4
2

17
木 3 3 3

1
11

金 2 3 2 8
計 613 13 15 0 47

第６回 第７回 第８回 第９回 第10回

1日～ 7日～ 14日～ 21日～ 28日～ 計

2月 0 0 0 2
火 0 30 03 6
水 2 43 49

2木
22

2 4 5
金 3

13
6 1 5 15

計 7 13 12 22 4 58

第10回 第11回 第12回 第13回

1日～ 5日～ 12日～ 19日～ 計26日～

月 0 2 閉室 2
火 1 1 0 2

2水 0 3 5
3木 3 3 4 13

金 3 5 閉室 閉室 8
計 6 11 6 7 30

学生
冬休み

表 6　2022 年 9月来室者数

表 8　2022 年 11 月来室者数

表 10　2023 年 1月来室者数

表 7　2022 年 10 月来室者数

表 9　2022 年 12 月来室者数

第14回
第14・
15回

第15回

2日～ 9日～ 16日～ 23日～ 30日～ 計

4月 2 1 7
火 5 4 1 10
水 0 2 5 7
木 1 6 3 10
金 2 6 1 9
計 3 23 15 2 43

学生
冬休み

学生
冬休み
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談が最も多い）、欠席した回の授業内容につい
ての質問が 17 名、「言語技術Ⅰ」の履修者以外
による文章に関する相談が 32 名であった。
前期来室者の月毎や曜日毎の傾向を見ると
①各月の中では第 3・4 週（月の中旬）の来室
者が多い、②来室者数が増加した 6月を境に、
来室曜日の傾向に違いがみられるという特徴が
ある。第 7回以前の授業期間は主に月～水曜日
の来室者が多かったのに対し、第 8回以降の授
業期間は主に水～金曜日の利用者が多いという
特徴が確認できる。

3.2　後期の来室者数と傾向
2022 年度後期の利用学生の内訳は以下のと
おりである。後期の開室期間は第 1回目の授業
がある 9月 26 日から、定期試験期間の終わる
1 月 31 日までで、合計来室者数は延べ 184 名
であった。

 9 月：計 6名（開室日数 5日）
10 月：計 47 名（開室日数 21 日）
11 月：計 58 名（開室日数 22 日）
12 月：計 30 名（開室日数 15 日）
 1 月：計 43 名（開室日数 15 日）
月毎に比較すると、学期末である 1月来室者
数は開室日数に対して多くなっている。これは
前期同様授業期間の終了に伴い、課題としてレ
ポート提出が課される授業が多くなっているた
めであると考えられる。
前期と比べると「言語技術Ⅱ」以外の授業の
レポートや、レポート以外の文章に関する相談
の割合が増加しており、後期の来室者 184 名の
うち「言語技術Ⅱ」の授業関連の質問は 102
名、そのほかの授業レポートや、レポート以外
の文章に関する相談が 82 名となっている。
後期来室者の曜日別の傾向をみると、前期の
後半の傾向と同様に、主に水～金曜日の利用者
が多いという特徴が確認できる。

4．利用者によるライティング・サポー
トデスクの評価

上記のとおり、ライティング・サポートデス
クへはほぼ毎日何かの相談が持ち込まれてい
る。本章では、そのようなライティング・サ
ポートデスクを利用したことのある 1年生を対
象としたアンケートの自由記述の一部を報告す
る。

アンケート対象：言語技術Ⅰの受講者　493
名

実施日：2022 年 7 月 25 日～ 8月 1日
質問：ライティングサポートデスクを利用し

た人に質問します。
　　利用してよかった点・改善してほしい点

を書いてください。

結果をみると、ライティング・サポートデス
クを利用することが多くの学生にとって有意義
であると捉えられていることがわかる。特に、
ライティング・サポートデスクが目指した「一
緒に考える」「書き手主体となる支援」はおお
むねうまくいっていると考えられる。以下、ア
ンケート結果を大まかに分類して示す（本文は
原文ママ）。

（1）よかった点
①支援の仕方について
・先輩の方もいて、先生と 2人で教えていただ
きました。とても、丁寧にこれはいいんじゃ
ないとかこれは違うよねとか同じ立場のよう
な感じでレポートについて話し合ってくれ
た。
・個人の意見に寄り添ってくれた
・自分では解決できないようなことを親切丁寧
に教えてくれたりまた自分の成長のために全
部を教えるのではなくヒントをくれたりして
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とてもありがたかったです
・個人に合わして教えてくれる

②サポーターの対応について
・先生がいなくても SAさんが対応してくだ
さったところがよかった
・学生のアシスタントの方が親切にとても分か
りやすく説明してくださった

③自分自身の成長について
・何をすればいいかが明確になった。
・一人ではわからないことも、先生のアドバイ
スによって解決出来た。
・利用したことにより問いを変え、自分でも書
きやすいようなレポートになり無事に提出す
ることができた。
・分からない点をはっきりするきっかけができ
る。また、考える力がみにつけられる。
・教えてもらう人が近くにいる環境なので、分
からないことを溜め込まなくて済む点。

④ライティング・サポートデスクの環境につい
て
・とても親切に接してくれた
・先生に気軽に質問できて良かった。
・集中できる空間で作業に取り組めた

（2）改善してほしい点
・混んでいて少し添削してもらう時に時間がか
かったため予約制にして欲しい。
・改善してほしい点は、もう少し部屋が広いと
作業しやすいと思いました。

改善してほしい点については記述が少なく、
上記の 2 点のみであった。予約システムの整
備、空間の使い方については早急に現状に改善

を加えていきたいと考える。

5．まとめ

本稿で示した来室者数や利用者によるアン
ケートからライティング・サポートデスクの
①運営日数・時間
②対応方針の書き手が主体となる支援

は、利用者の成長を促すものとなっており、学
生のニーズとあっていることを確認することが
できた。
ただし、今後の課題として、ライティング・
サポートデスクを運営するうえでベースとなる
システムの整理が必要であることも明らかと
なった。利用者だけでなく、サポートする学生
からも意見が聞かれた
③予約システムの決定
④相談スペースのレイアウト
については早急に整備を進めていきたいと考え
る。
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